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【平成２１年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 
 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 
○ A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 
 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 
（意見等） 
レーザーの光圧によるタンパク質の結晶化と分子配列制御法の確立を目的とした本研究課題の

意義は大きく、研究計画も妥当である。本研究は、これまで科学者が目指してきた、光による結晶

作製及び成長の実現に向けての基礎的研究となり得るものであり、光科学の研究領域において新た

な重要性を持つに至っている。 

①光圧による結晶化誘起、②光圧による結晶相制御、③光圧によるキラリティー制御、④レーザ

ーアブレーション法による有機光反応への展開とのリンクという４本柱からなる研究計画は、その

一部を除いて計画通りに実現されており、当初目標に向けて順調に計画が進行しているものと高く

評価する。現段階までに、光圧によるαアミノ酸結晶の作製、光圧による結晶内分子配列制御、光

圧による結晶成長と溶解、液中レーザーアブレーション法による有機ナノ結晶の作製などいくつか

の新規成果を挙げており、それらも有益である。 

 本研究代表者のこれまでの実績、現時点までの進捗から判断して、当初目標に沿った期待通りの

成果が得られるものと推定される。今後は、研究課題名にもある「光圧によるタンパク質の結晶化

メカニズム」の解明を重点的に行って、新たな学問体系の確立を図るよう努力して欲しい。 
 
【平成２３年度 検証結果】 
検証結果    研究進捗評価結果どおりの研究成果が達成された。 

 当初の研究目的であるレーザ光圧によるタンパク質の結晶化と結晶配列制御に向けて、

研究計画が着実に遂行された。特に、光圧によるグリシンの分子結晶化は世界初の成果で

あり、高く評価できる。さらに、光圧による結晶層制御の例として、α形結晶相とγ形結

晶相があるグリシンにおいて、照射するレーザー光強度、偏光を制御することにより、γ

相を選択的に結晶化させることに成功しており、結晶相制御の可能性を実証している。特

に通常の自然蒸発法で結晶化するα相とは異なる結晶化を実証し光圧制御のユニークな

特徴を明確にしている。これらの研究成果は７５件の学術誌への発表、２４５件の学会発

表など、研究成果の十分な公表が行われており、今後さらに新たな研究分野の開拓や結晶

化制御技術としての発展を期待する。 

A 

 

  


